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研究要旨 

乳幼児の栄養状態の簡易な評価手法に関する情報を収集するため、令和３年度に行っ

た文献レビューに加え、厚生労働科学研究費補助金等で実施された研究の成果から情報

を収集した。厚生労働科学研究成果データベース (MHLW GRANTS SYSTEM) を用いて検索

を行い、表題・要旨・本文精査の結果、12課題が抽出された。乳幼児の体格評価、栄養

状態や食習慣の評価、体格と関連する生活習慣の評価などに関する研究が行われていた

が、幼児を対象として妥当性・信頼性が評価された栄養状態の簡易的評価ツールは見当

たらなかった。 

 

Ａ．研究目的 

わが国では、10 年ごとに乳幼児身体発育

調査が行われており、厚生労働行政推進調

査事業により、発育曲線の見方、評価、栄

養・食生活の支援方法等を解説したガイド

が作成されている[1]。しかしこれは主に身

体計測に基づくもので、栄養状態の簡易な

評価手法の開発には至っていない。我々は、

これまでに文献検索等により、国内外にお

ける乳幼児の栄養状態の簡易な評価手法に

関する情報を収集し、項目を分類・整理する

ことで、栄養状態の簡易な評価手法を開発

するための基礎資料を作成してきた[2]。令

和 3 年度は PubMed、医学中央雑誌、J-

DreamⅢを用いて原著論文等を中心に情報

を整理した。本年度は厚労科研データベー

スを用いてさらに情報を追加し、栄養状態

の簡易な評価手法を開発するための基礎資

料を得ることを目的とした。 

 

Ｂ．方法 

厚生労働科学研究費補助金等で実施した

研究の成果を、厚生労働科学研究成果デー

タベース (MHLW GRANTS SYSTEM) を

用いて検索した。本データベースは、検索語

を掛け合わせた網羅的な収集が難しいこと

から、キーワードに「乳幼児、栄養」、「乳幼

児、発育」、「乳幼児、健康」、「幼児、栄養」、

「幼児、発育」、「幼児、健康」を入力し、得

られた結果から重複した同一研究等を除外

した。文献の採択基準は、1）6 歳までの乳

幼児を対象としていること、2）栄養状態に

関わるアセスメントをしていることとした。

一方、除外基準は、1）参加者年齢の下限値
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が 6 歳であるがタイトル等に小学生・思春

期などと明記されている、2）妊娠中あるい

は新生児のみを対象としている、3）低所得

国など、日本と現状が著しく異なる地域で

行われた研究である、4）治療に関する研究

である、5）医療従事者や専門家を対象とし

ている、6）栄養状態や食事関連指標を測定

していないものとした。検索は、2022 年 10

月から過去 20 年分を対象に行った。 

 

Ｃ．結果 

厚生労働科学研究成果データベースから

抽出された 531 件のうち、キーワード間の

重複、同一研究課題の複数年度を集約した

ところ、103 課題が抽出された。表題および

要旨のスクリーニングでは 16 課題が抽出

され、本文精査の結果、研究課題 12 課題

（21 年度分）[3-23]が抽出された（図 1）。 

乳幼児の体格評価に関しては、乳幼児身

体発育曲線および発育値を定めるための統

計学的方法の検討や[3]、身体発育曲線を活

用した保健指導・栄養指導に関する手法お

よび、乳幼児身体発育評価マニュアル改訂

に向けた検討が報告されていた[4,5]。また、

乳幼児期の成長や肥満指標などに関して、

地域における縦断的な観察データを構築す

るために、保育所において定期的に測定さ

れている身長・体重データを活用した精度

管理とデータベース化に関する取り組みや

[6、7]、低出生体重児の予後等に関する疫学

的調査手法に関する研究も行われていた[8]。

さらに、新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）の流行に伴い、乳幼児健康診

査を個別またはオンラインでの実施に変更

するにあたって、アプリを使用した身長計

測の検証なども行われていた[9]。 

乳幼児の栄養状態や食習慣の評価につい

ては、授乳・離乳期、離乳食完了後などの栄

養状況と課題をスクリーニングできるチェ

ックシートの開発などが報告されていた

[10,11]。また、保健医療従事者や児童福祉

関係者等が支援を進めるに当たって共有す

べき基本事項の理論的枠組みを検討した研

究では、 1）子の発育に関わる食生活の（保

護者の）心配事（47 項目）：①食事・間食（13

項目）、②健康・栄養（13 項目）、③食行動

（19 項目）、④ライフスタイル（4 項目）、

2）子の食生活に影響を与える保護者の生活

（7 項目）、3）支援者の支援内容（17 項目）

から構成される項目を抽出している[12-14]。

また、保護者が乳幼児の食事について感じ

ている困りごとについては、COVID-19 流

行前と同様であることが後続の研究で検討

されていた[15]。 

乳幼児健康診査に関する研究では、推奨

問診項目の開発、乳幼児健康診査における

標準的な保健指導に関する研究結果などが

報告されている[16-18]。また、疫学的、医

療経済学的な視点に基づいた乳幼児健康診

査の標準的な健康診査項目提示についても

検討されていた[19-21]。医療機関と保育園・

幼稚園、地域保健機関の連携に対して、母子

保健情報の利活用と連携評価を可能とする

調査票作成の重要性も示されていた[22]。  

 体格と関連する生活習慣については、幼

児期後期はテレビ視聴時間、親の欠食率や

喫煙率が子どもの体格と正の関連を示した

ことや、6 歳の BMI、肥満度、腹囲は 14 歳

児の同指標と正の関連を示したことが報告

されていた[23]。 

 

Ｄ．考察 
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 乳幼児の栄養状態の簡易な評価手法に関

する情報を、厚生労働科学研究成果データ

ベースを用いて収集し、項目を分類・整理す

ることを試みた。データベースから乳幼児

の栄養状態や発育に関する研究を抽出した

結果、乳幼児の体格評価、栄養状態や食習慣

の評価、乳幼児健康診査における調査項目、

体格と関連する生活習慣の評価などに関す

る研究が行われていた。しかし、幼児を対象

として妥当性・信頼性が評価された栄養状

態の簡易的評価ツールは見当たらなかった。

したがって、令和 3 年度の文献レビュー成

果と併せて、我が国の現状を考慮した簡易

的評価ツールを開発する必要性が明確にな

るとともに、参照できる基礎資料を得るこ

とができた。 

 

Ｅ．結論 

 乳幼児の栄養状態の簡易な評価手法に関

する情報を厚生労働科学研究成果データベ

ースから収集し、項目を分類・整理したが、

日本人乳幼児を対象として妥当性・信頼性

が評価された栄養状態の簡易的評価ツール

は見当たらなかった。今後は、本研究および

令和 3 年度の文献レビューによって整理さ

れた情報を整理し、乳幼児の栄養状態の簡

易な評価手法を開発する必要があると考え

られた。 

 

Ｆ．健康危機情報 

なし 

 

Ｇ．研究発表 

1．論文発表 

なし 

 

2．学会発表 

なし 

 

Ｈ． 知的財産権の出願・登録状況 

なし 
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(21) 令和元年度厚生労働行政推進調査事業

費補助金（成育疾患克服等次世代育成

基盤研究事業（健やか次世代育成総合

研究事業））. 「乳幼児健康診査に関す

る疫学的・医療経済学的検討に関する

研究（H29-健やか-指定-002）」.研究代

表： 山崎嘉久．総括・分担研究報告書．

令和 2 年 3 月． 

(22) 平成 24 年度厚生労働科学研究費補助

金（成育疾患克服等次世代育成基盤研

究事業）. 「母子保健事業の効果的実施

のための妊婦健診、乳幼児健診データ

の利活用に関する研究（H24-次世代-一

般-003）」. 研究代表：山縣然太朗．総

括・分担研究報告書.平成 25 年 3 月． 

(23) 平成 20 年度厚生労働科学研究費補助

金（循環器疾患等生活習慣病対策総合

研究事業）「幼児期・思春期における生

活習慣病の概念、自然史、診断基準の

確立及び効果的介入方法に関するコホ

ート研究」．研究代表：吉永正夫．総括・

分担研究報告書．平成 21 年 3 月． 
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図 1 採択までのフローチャート（PRISMA 声明に基づく） 
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厚生労働科学研究成果データベース検索（概要版の内容欄にキーワードを

掛け合わせた）より抽出された 531件 

乳幼児×（栄養：59・食事：39・健康：174・発育：70） 

幼児×（栄養：38・食事：36・健康：82・発育：33） 

428 件を除外（キーワード間の重
複，同一研究課題の複数年度） 

表題・研究報告書概要版の

精査 103 課題 

本文の精査 16 課題 

87 課題を除外 
〔理由〕一つあるいは複数の採択基準
に合致しなかった。 

4 課題を除外 
〔理由〕一つあるいは複数の採択基準
に合致しなかった。 

採択研究 12 課題（21 年度分） 
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